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	ステロイド受容体RNA活性化因子1（SRA）は、237アミノ酸（約27kDa）からなるタンパク質で、機能性非コードRNAファミリーに属し、その数は増加傾向にあります。SRAは、ステロイド受容体の活性を特異的に共活性化できる最初の機能性非コードRNAとして初めて記載されました。具体的には、SRAは、ステロイド受容体共活性化因子1と複合体を形成するRNA転写産物として、また安定発現するタンパク質として存在します。SRAの発現は、多くのヒト乳がん、子宮がん、卵巣がんにおいて強く亢進しており、病態形成における潜在的な役割を示唆しています。SRAによるステロイド依存性転写の共活性化は増殖反応を伴いますが、過剰発現だけでは腫瘍形成を誘導するのに十分ではありません。
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	パラフィン包埋ヒト膀胱癌（左）および乳癌（右）の免疫組織化学分析。DAB 染色による SRA マウス mAb を使用して核および細胞質の局在を示しています。

